
7月19日、オンラインで「福島原発事故救済と原発ゼ
ロを目指すオンライン学習会」が開催されました。講師
として、生業訴訟弁護団事務局長・馬奈木厳太郎さんを
招いて、「生業訴訟　最高裁勝利に向けた闘い」という
テーマで講演を行っていただきました。県内だけでな
く全国から25以上の会場が参加し、理解を深めるとと
もに、改めて署名活動などへの意欲を高めました。

原発ゼロオンライン学習会原発ゼロオンライン学習会
7月4日第63回福島県母親大会が初めてオンライン
で開催され、県内36回線、300人の参加がありまし
た。復興支援バンド「縁屋」の演奏に始まり、ショート
ムービー「ふくしま2021春―福島の現状と課題
―」の上映、各地からの運動交流を行い、大会宣言、
放射能汚染水海洋放出反対、コロナ対策とオリン
ピック開催中止を求める特別決議を採択しました。

苦労はあっても母親大会はいいね苦労はあっても母親大会はいいね

ライ麦を押し倒してマルチに
します。倒す時期が早いと立
ち上がることもある

田んぼの除草対策に乗用
の除草機を導入。田植え後
2回程度かけると除草剤の
必要はなくなる

ライ麦を押し倒し、かぼちゃ
を定植。雑草が抑えられ、わ
らを敷く労力が軽減される

雑草が抑えられ、収穫時
の労力が軽減される

ライ麦を押し倒し、とうもろこしを
定植。不耕起、無農薬・無化学肥
料栽培

ライ麦を刈った後に不耕起で野
菜苗を定植。食べる人と作る人
が教えあいながらの共同作業

有機栽培で耕起後マルチを張
り、野菜苗を定植

不耕起区は再生するライ麦を刈
り敷いている

有機区は堆肥だけでも生育良
好、昨年まで耕作放棄地だった
ことも影響あると思われる

不耕起は有機区に比べ生育は
遅いが、レタスの食べ比べでは
苦みが少ないという意見もある

有機区は半分は収穫ずみ。畝の
間には大麦がリビングマルチと
して生育している

押し倒したライ麦がマルチとな
り、雑草が生えずらい

有機質堆肥のみの施肥なので、
生育は少し遅い。土はふかふかし
て柔らかい
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太陽光発電用地をお貸しいただける方を募集しています。

① 福島市
② 約2000～3000㎡の遊休地
③ 日当たりがよい
④ 宅地、雑種地、林地、原野、農地
などの地目の土地

⑤ 賃貸条件：100円/坪（年）

　ご連絡いただければ、現地を
確認させていただきます。 
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食べる人と作る人の共同で
アグロエコロジー実践を進めよう！
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